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参
加
者
は
代
議
員
25
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者
21
人
の
合
計
46

人
で
し
た
。

小
番
書
記
次
長
か
ら
事
業
所
従

業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
説
明
を

含
む
2
0
1
7
年
度
の
経
過
報

告
、
石
川
後
継
者
対
策
部
長
か
ら

2
0
1
8
年
度
方
針
と
し
て
①
全

世
代
型
の
組
織
確
立
を
目
指
し
て

他
専
門
部
等
と
の
連
携
を
す
す
め

る
、
②
分
会
・
群
の
組
織
強
化
、

③
学
習
会
の
開
催
で
人
づ
く
り
・

後
継
者
づ
く
り
、
④
同
世
代
の
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
事
業
所
と
の
関
係

強
化
、
⑤
青
年
部
活
動
へ
の
援
助

な
ど
提
案
し
、
そ
の
後
、
議
案
を

補
強
す
る
た
め
に
5
支
部
か
ら
経

験
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

江
東
支
部
・
小
野
瀬
さ
ん
よ
り

自
主
的
な
運
営
が
行
な
わ
れ
た

「
分
会
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」、

豊
島
支
部
・
桑
山
部
長
よ
り
後
継

者
対
策
部
に
よ
る
「
群
会
議
オ
ル

グ
」
で
得
ら
れ
た
成
果
と
課
題
、

大
田
支
部
・
若
林
部
長
よ
り
新
加

入
者
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
と
新
旧
部
長

の
「
引
継
ぎ
兼
意
見
交
換
会
」
、

杉
並
支
部
・
浅
田
部
長
よ
り
懇
談

会
形
式
の
部
会
運
営
の
工
夫
と
新

し
い
仲
間
の
結
集
と
交
流
を
目
的

と
し
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

組
み
、
町
田
支
部
・
青
木
部
長
よ

り
男
子
会
パ
ー
テ
ィ
で
若
手
組
合

員
と
分
会
役
員
と
の
つ
な
が
り
の

強
化
と
、
拡
大
運
動
と
連
動
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
後
、
質
疑
・
討
論
を
行
な
い
ま

し
た
。

主
な
質
疑
応
答
と
し
て
、
府
中

国
立
支
部
よ
り
若
手
組
合
員
学
習

交
流
援
助
金
に
つ
い
て
の
質
問
で

は
、
執
行
部
よ
り
「
分
会
や
群
で

の
取
り
組
み
に
も
適
用
す
る
た
め

に
こ
の
1
年
で
議
論
す
る
」
と
回

答
、
さ
ら
に
「
分
会
活
動
経
験
交

流
集
会
で
若
い
人
が
発
言
し
や
す

い
よ
う
参
加
者
を
50
歳
未
満
に
し

た
ら
ど
う
か
」と
の
意
見
で
は「
後

継
者
対
策
は
全
世
代
型
で
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
。
分
会
経
験
交
流

集
会
で
は
よ
り
工
夫
を
し
て
初
参

加
者
の
出
番
作
り
を
計
画
す
る
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
渋
谷

支
部
よ
り
「
江
東
支
部
の
フ
ァ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
関
し
て
も
っ
と

評
価
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
中
野
支
部
よ
り

「
組
合
を
語
れ
る
学
習
会
の
講
師

に
つ
い
て
本
部
か
ら
講
師
派
遣
の

依
頼
は
で
き
る
の
か
」
と
の
質
問

が
出
さ
れ
、
執
行
部
よ
り
「
必
要

に
応
じ
て
、
ご
依
頼
下
さ
い
」
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
議
案
を
拍
手
で

承
認
し
後
継
者
対
策
分
科
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

渡邉議長

社会保障対策分科会で質問する世田谷の仲間

社
会
保
障
対
策
分
科
会
は
、
代

議
員
32
人
、
代
議
員
以
外
18
人
、

来
賓
5
人
（
全
建
総
連
松
尾
社
保

対
部
長
、盛
岡
建
労
右
京
組
合
長
、

山
形
県
連
井
上

書
記
長
、
田
川

建
労
川
上
執
行

委
員
長
、
千
葉

土
建
村
上
副
執

行
委
員
長
）
の

合
計
55
人
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

丸
山
社
保
対
部
長
の
あ
い
さ

つ
、
議
長
選
出
の
後
、
昨
年
の
運

動
の
経
過
と
到
達
、
社
会
保
障
を

め
ぐ
る
情
勢
、
今
年
度
の
運
動
方

針
が
提
案
さ
れ
、
続
い
て
、
国
保

組
合
報
告
、
国
保
対
策
、
資
料
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
運
動
方
針
と
し
て
、

①
社
会
保
障
拡
充
を
求
め
る
取
り

組
み
、
②
建
設
国
保
育
成
強
化
と

補
助
の
現
行
水
準
確
保
を
目
指
す

取
り
組
み
、
③
保
健
対
策
推
進
活

動
と
し
て
特
定
健
診
受
診
・
個
別

健
康
サ
ポ
ー
ト
利
用
促
進
の
取
り

組
み
、
④
厚
生
年
金
適
用
と
健
保

適
用
除
外
の
要
件
緩
和
を
求
め
る

こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

経
験
報
告
で
は
、
北
支
部
「
地

元
国
会
議
員
要
請
の
取
り
組

み
」
、
西
多
摩
支
部
「
は
が
き
要

請
行
動
の
取
り
組
み
」
、
墨
田
支

部
「
支
部
集
団
健
診
の
取
り
組

み
」
、
狛
江
支
部
「
社
保
協
を
中

心
と
し
た
地
域
活
動
」
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
討
議
で
は
、
4
支
部

7
人
の
代
議
員
が
発
言
し
ま
し

た
。は
が
き
要
請
行
動
に
つ
い
て
、

集
約
枚
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
本
部
と
し
て
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
と
の
質

問
が
あ
り
、
執
行
部
は
組
織
構
成

が
変
化
し
、
事
業
所
所
属
の
組
合

員
が
増
え
て
い
る
な
か
、
取
り
組

み
の
周
知
徹
底
に
課
題
が
あ
る
。

今
年
度
よ
り
取
り

組
み
期
間
を
1
カ

月
前
倒
し
す
る
こ

と
で
拡
大
月
間
と

連
動
し
、
事
業
所

へ
の
働
き
か
け
を

強
化
し
て
い
く
と
答
弁
。
国
保
組

合
の
運
営
に
は
国
と
都
の
補
助
金

が
不
可
欠
で
あ
り
、
私
た
ち
の
要

求
を
届
け
る
た
め
に
全
組
合
員
・

家
族
が
ひ
と
り
1
シ
ー
ト（
4
枚
）

の
は
が
き
記
入
を
徹
底
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
健
対
策
推
進
活
動
で

は
、
昨
年
度
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

行
な
っ
た
国
保
組
合
主
催
の
個
別

健
康
サ
ポ
ー
ト
に
質
問
が
あ
り
、

執
行
部
は
利
用
者
が
少
な
か
っ
た

こ
と
を
報
告
し
、
今
年
度
は
利
用

者
を
増
や
す
工
夫
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

分
科
会
議
案
の
採
択
後
、
宮
田

副
執
行
委
員
長
が
社
会
保
障
費
削

減
を
す
す
め
る
国
に
対
し
旺
盛
な

大
衆
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
ま
と
め
、
閉
会
し
ま
し
た
。

後継者対策分科会では支部報告に思わず笑いが

松本議長

違法な税務調査について報告する
北支部の仲間

代
議
員
23
人
、
代
議
員
以
外
の

参
加
者
16
人
、
来
賓
1
人
の
合
計

40
人
の
参
加
。
執
行
部
よ
り
2
0

1
7
年
度
の
取
り
組
み
と
情
勢
の

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
大
会
議

案
を
補
強
す
る
た
め
3
支
部
よ
り

経
験
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

小
平
東
村
山
支
部
か
ら
は
「
増

税
反
対
駅
頭
宣
伝
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」、
荒
川
支
部
か
ら
は「
税

務
署
か
ら
の
お
尋
ね
文
書
等
に
つ

い
て
」
、
足
立
支
部
か
ら
は
「
足

立
区
の
小
規
模
企
業
振
興
条
例
に

つ
い
て
」
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を

踏
ま
え
た
貴
重
な
報
告
で
し
た
。

続
け
て
参
加
支
部
よ
り
、
①
税

金
学
習
会
、
②
地
域
で
の
消
費
税

増
税
中
止
を
求
め
る
宣
伝
行
動
、

③
全
建
総
連
署
名
の
推
進
計
画
、

④
税
務
調
査
の
特
徴
、
⑤
経
営
支

援
学
習
会
、
⑥
部
会
の
取
り
組
み

の
6
項
目
の
中
か
ら
1
つ
を
選
び

報
告
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

組
合
員
の
関
心
も
高
く
学
習
会
の

開
催
が
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
し

た
。
②
宣
伝
行
動
時
間
に
幅
を
持

た
せ
短
時
間
で
も
参
加
し
て
も
ら

う
よ
う
呼
び
か
け
る
な
ど
若
い
世

代
の
仲
間
の
参
加
を
増
や
す
た
め

の
新
た
な
取
り
組
み
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
④
税
務
署
の
持
つ
調
査

対
象
に
対
す
る
情
報
の
精
度
が
増

し
て
い
る
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。⑤
事
業
所
分
会
の
役
員
よ
り
、

小
規
模
企
業
振
興
条
例
な
ど
の
勉

強
会
も
役
立
つ
と
感
じ
た
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
⑥
部
会
の

中
で
ミ
ニ
学
習
を
行
な
っ
て
い
る

支
部
が
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
し

た
。
ま
た
、
社
会
保
障
と
密
接
な

つ
な
が
り
が
あ
る
点
か
ら
駅
宣
や

部
会
を
合
同
開
催
し
て
い
る
支
部

の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
2
0
1
8
年
度
方
針
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

提
案
後
、一
括
し
て
質
疑
、討
論

を
行
な
い
ま
し
た
。
「
国
税
庁
交

渉
へ
の
交
渉
項
目
」
、
「
全
建
総

連
作
成
の
所
得
計
算
書
エ
ク
セ
ル

版
」、「
納
税
者
権
利
憲
章
を
前
面

に
出
し
た
運
動
」、「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る
た
め

の
学
習
資
料
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
」に

つ
い
て
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
は
「
大
会
後
、
部

会
等
で
検
討
、
確
認
し
て
進
め
て

い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、

最
後
に
全
体
の
拍
手
で
議
案
の
承

認
を
受
け
ま
し
た
。

新井議長

求

人

議
長：

大
木
栄
一
（
江
東
）

〃：

渡
邉
浩
志
（
府
中
国
立
）

書
記：

前
田
寛
史
（
府
中
国
立
）

後
継
者
対
策
分
科
会

後
継
者
対
策
分
科
会

全
世
代
型
で
取
り
組
む

税
金
経
営
対
策
分
科
会

税
金
経
営
対
策
分
科
会
議
長：

小
林
紀
久
夫
（
品
川
）

〃：

新
井

睦
子
（
豊
島
）

書
記：

村
田

勝
利
（
豊
島
）

初
参
加
者
の
出
番
作
り
を
計
画

関
心
高
い
イ
ン
ボ
イ
ス

増
税
中
止
宣
伝
に
若
い
仲
間
を

社会保障対策分科会社会保障対策分科会
議長：三橋 誠（多摩・稲城）
〃 ：松本勇一（府中国立）
書記：中村聡介（府中国立）

社
会
保
障
削
減
に
Ｎ
Ｏ

要
請
ハ
ガ
キ
の
働
き
か
け
強
化


